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■
ど
ん
ど
焼
き
で
フ
ィ
ナ
ー
レ

　

2
日
間
の
ま
つ
り
を
締
め
く
く

る
ど
ん
ど
焼
き
が
弁
天
緑
地
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

26
日
午
後
9
時
、
神
明
神
社
で

採
火
さ
れ
た
御
神
火
に
よ
っ
て
14

の
御
神
体
に
一
斉
に
火
が
放
た
れ

る
と
、
高
く
燃
え
上
が
る
炎
は
夜

空
を
焦
が
し
、
会
場
に
訪
れ
た

人
々
は
、
五
穀
豊
穣
と
鎮
火
（
ひ

し
ず
め
）
を
祈
願
し
ま
し
た
。
奥

越
に
も
よ
う
や
く
春
が
訪
れ
ま

す
。

勝
山
左
義
長
文
化
シン
ポ
ジ
ウ
ム
に
市
民
4
0
0
人
が
参
加

　

左
義
長
ま
つ
り
前
夜
の
24
日
に

市
民
会
館
で
見
出
し
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
は
「
勝
山
左
義
長
の
魅

力
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
福
井

テ
レ
ビ
チ
ー
フ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
松

枝
隆
一
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
勝
山
市
史
編
さ
ん
室
の
山
田

雄
造
氏
、
鳥
取
大
学
准
教
授
の
高

橋
健
司
氏
、
左
義
長
ま
つ
り
実
行

委
員
会
の
丸
屋
仁
志
氏
、
左
義
長

ば
や
し
保
存
会
の
桝
家
淳
一
郎

氏
、
奄
美
島
唄
奏
者
の
川
畑
さ
お

り
氏
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歴
史
や
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も

や
っ
て
い
る
人
た
ち
が
楽
し
め
る

よ
う
ま
つ
り
を
維
持
し
て
い
く
、

ま
た
様
々
な
文
化
を
認
め
合
い
お

互
い
の
絆
を
深
め
な
が
ら
後
世
に

文
化
を
繋
げ
て
ほ
し
い
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

第
2
部
で
は
、
奄
美
の
歌
姫
川

畑
さ
お
り
氏
、
高
校
生
の
界
（
さ

か
い
）
眞
子
氏
、
中
学
生
の
嘉
村

美
里
氏
、
喜
界
町
生
涯
学
習
課
の

岩
松
利
和
氏
に
よ
る
奄
美
島
唄
の

ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
川
畑
さ
ん
が
会
場
の

お
客
さ
ま
と
振
り
付
け
を
行
い
歌

う
曲
目
も
あ
り
、
そ
こ
に
い
る
人

皆
が
奄
美
の
島
唄
に
引
き
込
ま

れ
、
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。

シンポジウムの様子

奄美島唄ステージ 奄美の歌姫　川畑さおり氏
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お
囃
子
が
春
の
扉
を
ノ
ッ
ク
す
る

井
上　

信
子

大
阪
府
高
石
市

ふ
る
さ
と
の
心
ひ
と
つ
に
す
る
祭
り

中
川　
　

潔

福
井
県
福
井
市

鯉
と
恋
ど
ち
ら
も
燃
え
た
カ
ー
プ
女
子

小
金
奈
緒
美

埼
玉
県
越
谷
市

勝
山
の
太
鼓
打
つ
子
の
い
い
笑
顔

金
子　

秀
重

岐
阜
県
岐
阜
市

ほ
っ
こ
り
と
辻
行
燈
へ
人
の
波

今
村　

久
栄

石
川
県
能
美
市

競
技
よ
り
激
し
い
バ
ト
ル
五
輪
前

伊
藤
よ
し
子

岩
手
県
盛
岡
市

見
る
人
の
笑
顔
引
き
出
す
絵
行
灯

清
水　

春
美

東
京
都
練
馬
区

都
知
事
選
見
え
た
女
性
の
底
力

瀬
尾　

恵
子

栃
木
県
大
田
原
市

ト
ラ
ン
プ
の
次
の
カ
ー
ド
を
待
つ
日
本

山
本　

榮
一

埼
玉
県
春
日
部
市

ト
ラ
ン
プ
氏
ト
ラ
ン
プ
よ
り
も
よ
く
キ
レ
る

植
松　

勇
人

静
岡
県
富
士
市

い
い
年
に
な
れ
よ
と
響
く
ふ
れ
太
鼓

梶
浦　

公
靖

東
京
都
豊
島
区

ポ
ケ
モ
ン
が
バ
カ
モ
ン
と
な
る
マ
ナ
ー
無
視

小
田
中
準
一

千
葉
県
市
川
市

婚
活
の
二
人
ド
ン
ド
で
馴
れ
初
め
に

井
内　

斐
子
徳
島
県
名
西
郡
石
井
町

左
義
長
の
平
和
の
祈
り
宙
（
ソ
ラ
）
を
舞
う
山
田　

 
靜
枝

福
井
県
越
前
市

百
合
の
花
都
庁
に
凛
と
咲
い
て
い
る

藤
林　

郁
甫

北
海
道
札
幌
市

ワ
ン
カ
ッ
プ
程
の
幸
せ
年
金
日

海
老
原
順
子

茨
城
県
桜
川
市

家
族
に
は
駆
け
つ
け
介
護
と
い
う
任
務

改
発　

利
佳

神
奈
川
県
横
浜
市

神
っ
て
る
事
は
無
い
け
ど
日
に
一
歩

園
田　
　

浩

熊
本
県
熊
本
市

関
わ
り
は
な
い
が
都
知
事
へ
味
方
す
る

佐
渡
由
利
子
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
町

四
島
に
取
り
付
く
島
が
無
い
日
本

松
川　
　

靖

埼
玉
県
鴻
巣
市

第５回勝山左義長まつり
絵行燈用「川柳」全国公募結果
　全国から寄せられた絵行燈用「川柳」3,350句から選
ばれた21句が絵行燈として絵付けされ、勝山左義長まつ
り期間中、ゆめおーれ勝山前に展示しました。入選作品
は以下のとおりです。

（順不同・敬称略）

勝
山
左
義
長
ま
つ
り
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
大
盛
況
！

◆
県
内
外
か
ら
45
人
参
加

　

勝
山
商
工
会
議
所
主
催
の
「
勝

山
左
義
長
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ
ア
ー
」

が
2
月
26
日
・
27
日
に
開
催
さ
れ
、

芥
川
賞
作
家
の
辻
原
登
氏
を
は
じ

め
、
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
千

葉
の
関
東
圏
、
大
阪
・
京
都
の
関

西
圏
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
、
県

内
外
か
ら
45
人
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
市
民
ガ
イ
ド
や
地
元

区
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら

各
櫓や
ぐ
らな
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

夜
は
左
義
長
ば
や
し
を
見
た
り

体
験
を
し
な
が
ら
「
勝
山
ふ
る
さ

と
ご
膳
」
を
味
わ
い
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
の
ど
ん
ど
焼
き
見
学
を
し
て
ま

つ
り
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

◆
参
加
者
の
声

　

今
回
で
２
回
目
の
参
加
で
す
。

ど
ん
ど
焼
き
の
荘
厳
さ
が
忘
れ
ら

れ
な
く
て
ま
た
参
加
し
ま
し
た
。

旅
仲
間
を
連
れ
て
ま
た
左
義
長
ま

つ
り
に
ぜ
ひ
来
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
在
住68

歳
男
性
）

　

初
め
て
左
義
長
プ
レ
ミ
ア
ム
ツ

ア
ー
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

赤
襦
袢
ま
で
着
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
辻
原
登
先
生
に
は
、
ぜ
ひ
勝

山
左
義
長
を
題
材
と
し
た
恋
愛
小

説
を
執
筆
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の

ま
つ
り
が
日
本
中
に
知
れ
わ
た
る

と
う
れ
し
い
で
す
。

（
大
阪
市
枚
方
市
在
住

46
歳
女
性
）

椎
名
誠
賞　
「
雪
山
に
色
短
冊
が
映
え
る
街
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
山　

す
み
江
（
神
奈
川
県　

川
崎
市
）


